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１．問題の所在
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教育が行われており，これが世界で実
践されている子供の哲学教育の先駆けとなったからである。「子供のための哲学」は，教科から独立


















上記①～③を行う。『ハリー』の分析は，第 2 版の教材（Lipman, 1980）とその指導書『哲学的探究













































あるとする。命題「S は P である」（注：S は主語，P は述語を示す。）という判断が下されたとして
















































































































































































0 0 0 0
（describe）プ
ロセスであって，人間のあるべき行動を規定する



























































は P である」，数量詞（all, some, no），定言三段論法（例えば「S は M である。M は P である。故に，
S は P である。」は真であるとする論法），換位の法則（逆は真ならず），否定などの，アリストテレ
スの論理学に由来する規則，そして，そこから発展した仮言三段論法（例えば「もし P ならば Q で
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ある。X は P である。故に，X は Q である」は真であるとする論法。）とそれに関する前件肯定・後
件否定の規則がある。さらに，リップマン（Lipman, 1992b）は，現実の論理においては，アリスト
テレスの論理文「S は P である」だけでは不十分だとして，現代論理学である「関係の論理」も取り
上げている。具体的には，対称の関係，推移の関係で，対称性とは，例えば，「S は P のいとこであ
る」の逆は成り立つが，「S は P の父である」の逆は成り立たないという性質，推移性とは，同じく「S
は P より～である」は三段論法が成り立つが，「S は P の父である」は成り立たないという性質である。
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